
Ⅰ　概況

　１．事業数及び職員数

　（１）事業数

第１表　事業数

上 水 道 29 27 27 28 28 0

簡 易 水 道 - 1 1 1 1 0

工 業 用 水 道 1 1 1 1 1 0

交 通 2 2 2 2 2 0

病 院 23 24 24 19 19 0

と 畜 場 1 1 1 1 1 0

下 水 道 26 26 30 30 30 0

計 82 82 86 82 82 0

簡 易 水 道 17 17 17 16 16 0

市 場 5 5 5 5 5 0

と 畜 場 1 1 1 1 1 0

観 光 施 設 8 8 8 7 6 △ 1

宅 地 造 成 8 7 5 5 4 △ 1

駐 車 場 4 4 4 4 4 0

介護サービス 11 11 9 9 8 △ 1

下 水 道 58 59 55 55 55 0

計 112 112 104 102 99 △ 3

194 194 190 184 181 △ 3

（注）上水道事業と同一の特別会計で行われている法適用簡易水道事業については、上水道事業に含まれている。
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　事業数は、181事業（法適用企業82事業、法非適用企業99事業）で、前年度末に比べ3事業、1.6％の減少となって

いる。

　過去5年間の推移をみると減少傾向にあり、平成21年度の事業数と比較して13事業、6.7％の減少となっている。

　また、事業数を事業別に見ると、下水道事業が最も多く（85事業、47.0％）、次いで上水道事業（28事業、

15.5％）、病院事業（19事業、10.5％）、簡易水道事業（17事業、9.4％）となっている。

　また、経営主体別に見ると、市が67事業、町村が103事業、一部事務組合等が11事業となっており、地方公営企業

法の適用状況については、82事業、45.3％が同法を適用している。[第１表]



（単位：人）

法 適 用 法非適用 計 法 適 用 法非適用 計 法 適 用 法非適用 計

上 水 道 631 631 614 614 △ 17 △ 17

簡 易 水 道 2 20 22 2 22 24 2 2

工 業 用 水 道 2 2 2 2

交 通 291 291 432 432 141 141

病 院 5,414 5,414 5,442 5,442 28 28

市 場 59 59 56 56 △ 3 △ 3

と 畜 場 9 9 7 7 △ 2 △ 2

観 光 施 設 1 1 △ 1 △ 1

宅 地 造 成

駐 車 場 3 3 3 3

介護サービス 109 109 102 102 △ 7 △ 7

下 水 道 112 282 394 107 280 387 △ 5 △ 2 △ 7

計 6,461 474 6,935 6,606 463 7,069 145 △ 11 134

 事　業

24 年 度 25 年 度 対 前 年 度 増 減 数年　度 

第２表　職員数

　（２）職員数

　

　職員数は、平成25年度末現在7,069人で、前年度末に比べて134人、1.9％増加している。

　また、職員数を事業別にみると、病院事業が最も多く（5,442人、全体の77.0％）、次いで上水道事業（614人、同

8.7％）、交通事業（432人、同6.1％）、下水道事業（387人、同5.5％）となっている。［第２表］



　２．決算規模

第３表　決算規模 （単位：千円、％）

増 減 数 増 減 率

上 水 道 42,136,150 39,878,342 △ 2,257,808 △ 5.4

簡 易 水 道 103,247 127,459 24,212 23.5

工 業 用 水 道 226,766 196,254 △ 30,512 △ 13.5

交 通 4,594,734 4,357,133 △ 237,601 △ 5.2

病 院 103,275,248 116,481,916 13,206,668 12.8

と 畜 場 458,310 433,640 △ 24,670 △ 5.4

下 水 道 16,910,234 16,878,644 △ 31,590 △ 0.2

計 167,704,689 178,353,388 10,648,699 6.3

簡 易 水 道 1,617,901 1,717,223 99,322 6.1

市 場 1,657,056 1,813,977 156,921 9.5

と 畜 場 2,373,939 2,406,701 32,762 1.4

観 光 施 設 1,357,057 903,912 △ 453,145 △ 33.4

宅 地 造 成 2,387,298 106,563 △ 2,280,735 △ 95.5

駐 車 場 502,791 489,284 △ 13,507 △ 2.7

介護サービス 1,748,112 1,360,013 △ 388,099 △ 22.2

下 水 道 34,407,326 38,442,423 4,035,097 11.7

計 46,051,480 47,240,096 1,188,616 2.6

213,756,169 225,593,484 11,837,315 5.5

　

　決算規模（法適用企業にあっては「総費用－減価償却費＋資本的支出｣、法非適用企業にあっては「総費用＋資本的

支出＋積立金＋繰上充用金」）は、2,255億9,348万4千円で、病院事業の建設改良費の増等により、前年度に比べ118億

4,095万2千円、5.5％増加している。

　また、決算規模を事業別にみると、病院事業が最も多く（1,164億8,191万6千円、51.6％）、次いで下水道事業（553

億2,106万円7千円、24.5％）、上水道事業（398億7,834万円2千円、17.7％）となっている。[第３表]
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　３．経営状況

　（１）法適用企業

　　（ア）収益的収支

第４表　決算状況（法適用企業） （単位：千円、％）

133,725,016 138,555,524 141,498,680 139,242,370 138,420,974

133,814,666 135,556,076 136,345,917 135,157,441 137,661,808

4,225,214 6,087,267 8,705,618 6,953,006 5,235,274

4,314,864 3,087,819 3,552,855 2,868,077 4,476,108

69,981,659 70,996,039 68,115,892 63,397,011 66,268,736

14,625,569 11,295,401 7,015,558 4,252,499 2,315,140

82 82 82 82 82

36 29 35 33 35

51 52 53 50 48

21 19 15 12 10

割合 (Ｆ)／(Ｅ)×100

の割合 (Ｇ)／(Ｅ)×100

の割合 (Ｈ)／(Ｅ)×100

事 業 数

純 損 失 を 生 じ た
事 業 数

(Ｅ)

(Ｆ)

(Ａ)／(Ｂ)×100

(Ｈ)

累積欠損金を有する事業数

不良債務を有する事業数

(Ｇ)
累積欠損金を有する
事 業 数

64.663.462.2 58.5

純損失を生じた事業数の
42.735.4

総 収 支 比 率
100.6

 項　目

25 年 度21 年 度 23 年 度22 年 度

年　度 

総 収 益

総 費 用

(Ａ)

(Ｂ)

純 利 益

純 損 失

累 積 欠 損 金

43.9 42.7

103.0103.8102.299.9

23.225.6 14.618.3

　

　総収益は1,384億2,097万円4千円、総費用は1,376億6,180万8千円で、総収益が総費用を7億5,616万6千円上回ってい

る。黒字事業は47事業（対前年度比2事業減、4.1％減）、赤字事業は35事業（同2事業増、6.1％増）となっている。

　総収支比率は100.6％で、前年度の103.0％に対し2.4ポイント減少している。これを事業別にみると、上水道事業が

111.3％(対前年度0.7ポイント減)、簡易水道事業が117.2％（同1.9ポイント増）、工業用水道事業が159.5％（同4.1ポ

イント減）、交通事業が97.3％（同0.1ポイント減）、病院事業が97.3％（同3.5ポイント減）、と畜場事業が117.6％

（同0.2ポイント減）、下水道事業が101.2％（同2.3ポイント増）となっている。

　純損失を生じた事業は35事業（同2事業増）であり、累積欠損金を有する事業は48事業（同2事業減）である。

　不良債務のある事業は10事業で、前年度に比べ2事業減となっている。事業別では、交通事業1事業（同1事業減）、病

院事業4事業（同増減なし）、下水道事業5事業（同1事業減）となっている。［第４・５表］
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第５表　事業別決算状況（法適用企業）

31,429,084 84,662 102,904 3,960,550 91,346,378 561,155 10,936,241 138,420,974

28,242,465 72,237 64,509 4,069,985 93,923,637 477,274 10,811,701 137,661,808

　
　

3,248,186 12,425 38,395 74,220 1,007,633 83,881 770,534 5,235,274

61,567 183,655 3,584,892 645,994 4,476,108

317,538 1,640,212 51,278,290 13,032,696 66,268,736

278,237 893,226 1,143,677 2,315,140

28 1 1 2 19 1 30 82

4 1 10 20 35

3 2 16 27 48

1 4 5 10

(Ｆ)／(Ｅ)×100

(Ｇ)／(Ｅ)×100

(Ｈ)／(Ｅ)×100

　　（イ）資本的収支及び財務状況

第６表　事業別資本的収支状況 （単位：千円）

5,593,500 75,800 276,000 7,955,000 3,237,100 17,137,400

1,374,274 13,150 204,588 11,596,712 1,993,973 15,182,697

2,616,023 72 6,762 4,588,350 1,015,958 8,227,165

9,583,797 72 88,950 487,350 24,140,062 6,247,031 40,547,262

12,130,478 35,837 86,894 310,420 20,595,169 3,006 2,355,815 35,517,619

8,998,980 55,866 59,908 181,311 7,137,544 30,178 7,960,069 24,423,856

26,442 118,853 137,821 4,222 287,338

21,155,900 91,703 146,802 610,584 27,870,534 33,184 10,320,106 60,228,813

11,518,103 91,631 57,852 123,234 3,676,812 33,184 3,659,708 19,160,524

54,000 53,660 413,369 521,029

（注）資本的収入のうち翌年度への繰越財源及び前年度同意（許可）債で今年度収入分については「他会計繰入金」

　　　又は「その他」で調整している。
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 項　目
上 水 道

工 業 用
水 道

交 通 下 水 道

総 収 益 (Ａ)

総 費 用 (Ｂ)

(Ｇ)

純 利 益

純 損 失

累 積 欠 損 金

不 良 債 務 額

純損失を生じた事業数の割合

累積欠損金を有する事業数の割合

事 業 数

純損失を生じた事業数

累積欠損金を有する事業数

(Ｅ)

不良債務を有する事業数 (Ｈ)

(Ｆ)

100.6101.297.3159.5111.3

（単位：千円、％）

病 院 と 畜 場

97.3 117.6

90.084.2100.0

総 収 支 比 率
(Ａ)／(Ｂ)×100

不良債務を有する事業数の割合

42.766.752.650.0

簡易水道

14.3

58.510.7

12.216.721.150.0

　
　資本的収入405億4,726万2千円、資本的支出602億2,881万3千円で、資本的収入が資本的支出を196億8,155万1千円下
回っているが、内部留保資金等で補てんした後の補てん財源不足額は、5億2,102万9千円となっている。
［第６表］

簡易水道

117.2



　（２）法非適用企業

第７表　事業別決算状況（法非適用企業） （単位：千円）

総 収 益

総 費 用

収 支 差 引

資 本 的
収 入

資 本 的
支 出

収 支 差 引

　

　収益的収支では、総収益213億1,028万7千円に対し、総費用は144億7,542万7千円で差引68億3,486万の黒字となってい

る。一方、資本的収支は248億6,903万の収入に対し、支出は322億5,351万3千円で、73億8,448万3千円の赤字となってい

る。

　収支再差引では、5億4,962万3千円の赤字となっており、これを事業別にみると、下水道事業が6億6,968万2千円、簡易水

道事業が1億4,407万2千円、宅地造成事業が85万2千円の赤字であり、他の事業は黒字となっている。

　また、前年度の繰上充用金等を含んだ実質収支で､観光施設事業が2億6,522万7千円、簡易水道事業が1億3,861万7千円の

赤字となっている。［第７表］

18,517 1,012

574,540

434,755

674,253

90,75267,942

収 支 再 差 引

積 立 金

前年度からの
繰 越 金

実 質 収 支

前 年 度
繰 上 充 用 金

翌年度に繰越
す べ き 財 源

形 式 収 支

3,281

674,253

2,418421,192

収益的支出に
充てた地方債

11,145

16,643 25,552

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

74,961 2,493

△ 357,924 △ 215,240 △ 13,578 △ 7,793

77,479 80,864 △ 264,215

80,864 △ 265,22777,479

6,412△ 120,100

294,156

188,014362,09819,924 25,552

97,2626,412△ 138,617

76,4016,58520,808

366,530

24 19,450 27,000 2,534

29,97616,3487,26435,141 41,827

△ 7,384,483

△ 144,072 55,102 32,903 157,018 △ 852 △ 669,6823,576 16,384 △ 549,623

△ 15,537 △ 6,656,407△ 65,365 △ 52,639

24,869,030

1,012,325 769,838 32,253,513

227,727

1,773,911

6,834,860

235,520

323,915

100,004

165,369

1,190,030

96,536

149,175

25,726

65,300654,401 554,598

14,475,427

213,852 270,342 46,481 164,811 14,685 5,986,72568,941

計

907,581 1,295,031 21,310,287652,271 409,477 40,411 392,856 1,259,053 16,353,607

事業 

 項目

簡易水道 市　　場

10,366,882

21,410,131

693,729 1,024,689 605,790

1,760,333

28,066,538

と 畜 場 観光施設 宅地造成 下 水 道駐 車 場
介　　護
サービス

244,666

69,023

80,837



　４．一般会計からの繰入金の状況

第８表　一般会計繰入金の状況 （単位：千円、％）

25 年 度 繰 入 金

収益的収入分 資本的収入分

合 計

と 畜 場

計

27,696,168 19,875,335 47,571,503

8,965,638

165,567

25.8

15,218

100,004

246,027

18.4

65,563

37.7

621,624 204,588

15,218

46,000

219,227

5,055,836 1,993,973 7,049,809

465,254

46,000

(Ａ) ＋ (Ｂ)

37.4

688,782

483,551

12,066,435 11,596,712 23,663,147

（Ｂ）

13,150

69.5

計

238,061

233,929 454,853

245,490

13,390

826,212

（Ａ）

区　分 

 事　業

上 水 道法

適

用

企

業

工 業 用 水 道

交 通

病 院

下 水 道

14.4

33.6

18.6

931,251 1,374,274 2,305,525

240

10.8

14.3

44.3

31.9

18.9

73.0

5.6

7.014.8

18.9

100.0

16.7

96.3

20.5

41.0

29.6

44.1

26.1

30.7

30.4

3.0

0.2

15.7

13.2

46.2

42.1

48.0

49.0

99.7

21.117.3

繰 入 率

収 入 額資本的収入分収益的収入分

8.28.2

42.0

法

非

適

用

企

業

簡 易 水 道

市 場

と 畜 場

観 光 施 設

宅 地 造 成

駐 車 場

下 水 道

介護サービス

計

12.1

3,576,859 11,591,842

248,062151,857 96,205

4,692,638 13,658,276

8,014,983

18.3

18,730,530 15,182,697 33,913,227 13.5

16.7

60.1

　

　一般会計から公営企業会計に繰入された額は、法適用・法非適用合わせて475億7,150万3千円で、前年度の428億3,776

万4千円に比べ、47億3,373万9千円（11.1％）増となっている。

　なお、全事業を通じ最も繰入額が多いのは病院事業の236億6,314万7千円で､繰入総額に占める割合も49.7％となって

いる。［第８表］

10.8簡 易 水 道 9,144 9,144


